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を
短
歌
一
首
と
数
え
て
の
こ
と
で
す
。
八
首
を
一
つ
ひ
と
つ

吟
味
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
「
２
０
２
０
年
世
界

平
和
祈
願
日
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
テ
ー
マ
、「
希
望
の
道
で
あ

る
平
和
︱
対
話
、
和
解
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
回
心
」
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
戦
争
が
無
く
な
る
も
の
か
な
ど
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
、

必
ず
平
和
は
来
る
。
そ
の
た
め
に
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
祈

り
、
考
え
、
行
動
し
続
け
る
。
赦
し
合
い
、
和
解
し
、
対
話

を
し
、
そ
し
て
日
々
回
心
し
な
が
ら
、
希
望
の
う
ち
に
平
和

の
実
現
を
目
指
す
よ
う
に
と
教
皇
は
呼
び
か
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
11
月
来
日
し
、
被
爆
地
の
長
崎
・

広
島
で
の
、「
あ
の
す
さ
ま
じ
い
暴
力
の
犠
牲
と
な
っ
た
罪

の
な
い
人
々
を
思
い
起
こ
し
、
現
代
社
会
の
人
々
の
願
い
と

望
み
を
胸
に
し
つ
つ
、
じ
っ
と
祈
る
た
め
に
来
ま
し
た
。
わ

た
し
は
謹
ん
で
、
声
を
発
し
て
も
耳
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い

人
た
ち
の
声
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
声
を
合
わ

せ
て
叫
び
ま
し
ょ
う
。
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
ま
せ
ん
、

こ
ん
な
苦
し
み
は
二
度
と
繰
り
返
し
ま
せ
ん
、
と
」
な
ど
の

言
葉
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
教

皇
来
日
1
年
記
念
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

 

平
和
へ
と
幸
い
八
首
ク
リ
スマ
ス

　
今
年
は
太
平
洋
戦
争
終
結
75
年
、
広
島
・
長
崎
被
爆
75
年
、

国
連
創
設
75
年
と
い
う
極
め
て
重
要
な
節
目
の
年
に
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
全
世
界
を
巻
き
込
む
不
運
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
神
様
か
ら
、「
い
つ
ま
で
戦
争
に
明
け
暮
れ
、

つ
ま
ら
な
い
事
で
小
競
り
合
い
を
し
て
い
る
の
か
。
は
た
ま

た
全
世
界
、
全
人
類
共
通
の
課
題
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
。
皆

が
一
つ
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
人
類
は
滅
び
て

し
ま
い
ま
す
よ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
私
た
ち
は
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
的
な
環
境
問
題
、
核
武
装

危
機
な
ど
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
の
責
任
の

擦
り
つ
け
合
い
や
差
別
な
ど
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
い

う
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
」
へ
の
重
大
な
妨
げ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
キ
連
の
皆
さ
ま
、
お
久
し
ぶ
り
に
、
自
作
福
音
句｢

平

和
へ
と
幸
い
八
首
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
呼
び
か
け
た
い
と
思
い

ま
す
。「
心
の
貧
し
い
人
々
は
幸
い
で
あ
る
。
悲
し
む
人
々

は
幸
い
で
あ
る
。
柔
和
な
人
々
は
幸
い
で
あ
る
。
義
に
飢
え

乾
く
人
々
は
幸
い
で
あ
る
。
憐
れ
み
深
い
人
々
は
幸
い
で
あ

る
。心
の
清
い
人
々
は
幸
い
で
あ
る
。平
和
を
実
現
す
る
人
々

は
幸
い
で
あ
る
。
義
の
た
め
に
迫
害
さ
れ
る
人
々
は
幸
い
で

あ
る｣

（
マ
タ
イ
五
・
3
～
10
参
照
）。
一
つ
ひ
と
つ
の
幸
い



　日本聖公会では、全国的な感染拡大を受け
て、多くの教区が主日礼拝（公祷）の休止を判
断し、「集う」ことができない時期がありまし
た。緊急事態宣言が解除された 6 月初旬以降、
地域の様子を判断しながら再開した所がほとん
どですが、感染者数の多い地域では休止の継続
を余儀なくされている教会もあります。各教区
や各教会の判断を尊重しながら、Web 配信や
SNS、Zoom 用いて礼拝をしたり、今まで以
上に電話や手紙・Fax を活用して、説教を届
けたり、近況を届けあったりと、丁寧な牧会を
実践している教会もたくさんあります。管区事
務所では各教区の対応状況を 2 週間毎にまと
めて配信しています。

　私どもの教団は、2 月の日本政府の新型コロ
ナウイルス感染症専門家会議の発表を受け、教
団としてのガイドラインの第一弾を出し、各教
会に注意、対策を促しました。教会によっては、
その規模やその地域によって違いがあり、多様
な対応が求められましたが、状況の変化に合わ
せてその都度、ガイドラインを更新してきまし
た。
　また、対策会議を立ち上げ、教会への支援策
などを話し合い、理事会と一緒になって教会支
援を行ってきました。教団への負担金の還付、
牧師家庭への支援金給付、困窮している教会へ
の支援金給付と貸付などです。そのための募金
を行いました。

　また、2 年に一度の定期総会を 6 月に予定し
ていましたが、10 月末に延期し、全国 11 教
区の事務所に集まっていただき、Zoom で繋
ぐ Web 開催という決断をしました。各教区の
議員・代議員が 5 名ずつですので、何とか実
現できるように各教区の Web 環境を整えてい
ます。首座主教（代表役員）と常議員の選出は、
総会での選挙となりますので、Google フォー
ムを活用した Web 投票を行ないました。「総
会の運営について、法規（内規）に定められて
ない事柄については、今総会に限り、議場の承
認を得て最善策を講じることとする」という議
案を先決議案として承認していただきました。

　経済的な支援だけでなく、霊的支援として、
理事、教区長、各部部長によるメッセージ動画
を一週間ごとのリレー形式で教団ホームページ
にアップしました。
　さらには、教団の内だけではなく、コロナ禍
にあって活動ができないでいるクリスチャン
アーティストの方達への支援も行っています。
動画を作成していただき、それを教団ホーム
ページ（教会員情報サイト）で見られるように
いたしました。
　各教会は当初は混乱していましたが、10 月
現在、落ち着きを取り戻し、教勢も戻りつつあ
ります。
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コロナ禍にどう向き合う
新しい教会のあり方は……

　コロナウイルスの感染拡大は、かつて経験したことのない
事態として私たちの前に立ちはだかっています。それぞれの
教団・教派でも工夫をこらし、対策を打ち出しています。

日本聖公会の取り組み　　常任委員　矢萩新一

日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の取り組み　　常任委員　本田勝宏



　日本福音ルーテル教会は、今年度 5 月に予
定していた２年に一度の定期総会を 9 月に延
期しました。その後、７月以降の感染者の急増
を受けて、９月に分散（札幌、東京、名古屋、
大阪、広島、博多、熊本）で開催を予定してい
ましたが、これも来年（2021 年５月）に再延
期となりました。定期総会は 200 名を超える
参加があり、全国に教会が点在していることか
ら感染急増地域への移動があることを鑑み、延
期、再延期という方針を取らざるを得ませんで
した。この間、責任役員については宗教法人法
で規定している「会長及び常議員の任期は、辞
任または任期満了後でも、後任者が就任する時
まで、なおその職務を行うものとする」を適用
して、前回の定期総会で選出された常議員が引
き続き任にあたっているところです。
　各個教会の礼拝については、他の教派と対応
について大きな違いはないものと思いますが、

感染防止とつながりの両立を求めて
　新型コロナウイルス感染症は私たちに新しい
生き方を考えることを求めたという点で、優れ
て福音の出来事であると確信しております。日
本バプテスト連盟理事会は「いのちと健康を守
る」ことを最優先として対応策を実施しました。
　福音宣教の現場である諸教会・伝道所に緊急
財政支援として給付金支出、無利息融資制度、
既にある貸付金の元金・利息猶予等の施策を実
施するとともに、礼拝等のプログラムで感染症
対策を行うよう励ましました。現場では、礼拝
共同体として感染予防とつながりの両立に努め
つつ地域への証しに祈りを合わせてまいりまし

ルーテル教会の特徴として「説教も聖餐も『神
の言葉』である」という立場を改めて確認しつ
つ、緊急事態宣言中は聖餐については無理に執
行しないことを議長談話等で周知しつつ進めて
きたところです。現在は、具体的な対応につい
ては地域間格差も大きく、公開の礼拝を今なお
中止している教会もあれば、愛餐会の実施を行
う教会もあり対応には開きがあるのが実態で
す。
　現場の牧師は、リモートでの礼拝を試行した
り、会員宅に説教要旨を届けたり、こまめにお
電話をかけたりと、これまでの牧会以上に動き
回っています。一同に介して、大きな声で礼拝
ができる日が来ることを待ちわびつつ、信仰の
眼差しを失わず、「信じつつ、待ちつつ」とい
う思いの中で過ごしています。日キ連に属する
教会の方、お一人お一人のご健康を心からお祈
り申し上げます。

た。在宅礼拝、リモート礼拝、晩餐式の様式変
更、賛美の縮小など、それぞれの教会・伝道所
が工夫しております。そうした中で礼拝を守り
ささげることを続けていることを感謝したいと
思います。包括法人としての総会を「書面決議
による」総会とするために規則を改定（臨時総
会開催）し、集まれませんが、それでも共に総
会に参加することを願って準備を進めておりま
す。この間、公的支援に宗教法人を対象とする
ことに反対を表明することも含めて、コロナ危
機における教会の、キリスト者の在り方、生き
方について、同労の方々の意見に耳を傾けつつ
考えていければと願っております。
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コロナ禍にどう向き合う
新しい教会のあり方は……

日本福音ルーテル教会の取り組み　　常任委員　滝田浩之

日本バプテスト連盟の取り組み　　常任委員　久保公平
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▼
ま
え
が
き

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID
-19

）

の
影
響
に
よ
り
、
密
集
・
密
閉
・
密
接
の
回
避
や
移
動

の
制
限
が
求
め
ら
れ
る
中
、
教
団
、
修
道
会
、
教
区
、

教
会
な
ど
の
教
団
総
会
、
代
議
員
会
、
役
員
会
、
信
徒

総
会
な
ど
の
開
催
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
企
業
の
営
業
会
議
や
教
団
・
教
会
の
運
営
協

議
な
ど
で
あ
れ
ば
、
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
、LIN

E

で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、Zoom

会
議
も
可
能
で
す
。

問
題
と
な
る
の
は
、
法
的
な
決
議
な
求
め
ら
れ
る
会
議

の
有
効
性
で
す
。

▼
会
議
の
成
立
と
議
決
の
有
効
要
件

　
「
会
議
」
と
は
、
文
字
通
り
に
「
会
し
て
議
す
る
」

こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
定

め
ら
れ
た
日
時
場
所
に
、
定
め
ら
れ
た
議
員
の
定
め
ら

れ
た
数
が
出
席
し
て
、
会
合
し
、
議
事
を
進
め
、
議
決

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、「
会
議
の
開
催
」「
議
員
の
出

席
」が
困
難
に
な
り
、基
督
教
界
に
お
い
て
も「Zoom

会
議
」が
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、は
た
し
て
そ
れ
で「
有

効
な
会
議
」
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
会
議
は
、
議
員
が
意
見
を
激
し
く
闘
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
旨
と
す
る
意
思
の
決
定
に
至
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
招
集
手
続
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な

い
と
か
、
所
定
数
の
議
員
が
出
席
し
な
い
と
か
、
資
格

の
な
い
議
員
が
出
席
し
て
い
る
と
か
、
出
席
し
て
も
自

由
な
意
見
を
出
せ
な
か
っ
た
と
か
な
ど
の
場
合
に
は
、

議
決
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

▼
株
式
会
社
の
場
合

　
株
式
会
社
の
株
主
総
会
の
場
合
、
株
主
は
、
①
代
理

人
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
（
会
社
法
310
条
）、
②
書
面

に
よ
る
議
決
権
の
行
使
（
311
条
）、
③
電
磁
的
方
法
に

よ
る
議
決
権
の
行
為
（
312
条
）
が
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
所
定
の
日
時
場
所
に
参
集
す
る
こ
と

が
困
難
な
株
主
で
も
、
出
席
可
能
な
他
人
に
委
任
し
て

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
書
面
の
提

出
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
送
信
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
書
き
込

み
、CD

-Rom

やU
SB

チ
ッ
プ
の
提
供
な
ど
に
よ
っ

て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
株
式
会
社
の
取
締
役
会
の
場
合
は
、
取
締
役
の
過
半

数
ま
た
は
そ
れ
以
上
が
出
席
し
、
そ
の
過
半
数
ま
た
は

そ
れ
以
上
を
も
っ
て
決
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
（
369
条
1
項
）。

　
株
主
総
会
と
は
異
な
り
、
取
締
役
の
職
務
は
委
任
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
代
理
人
に
よ
っ
て
決
議

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
書
面
や
電
磁
的

方
法
に
よ
る
決
議
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
定
款
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
取
締

役
が
取
締
役
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症と
教会・教団等の会議

緊急提言

日本キリスト教連合会常任委員会法務顧問　櫻井 圀郎

これから総会や理事会など重要な会議を、Zoomを用いてオンラインでの
開催を予定しておられる教団もおありかと思います。その有効性や留意点
などを「緊急提言」として櫻井圀郎先生にご執筆いただきました。
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提
案
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
提
案
に
つ
き
取
締
役

の
全
員
が
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
同
意
の
意

思
表
示
を
し
た
と
き
は
、
監
査
役
が
異
議
を
述
べ
た
と

き
を
除
き
、
当
該
提
案
を
可
決
す
る
旨
の
取
締
役
会
の

決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
（
370
条
）。

　
取
締
役
会
の
開
催
や
取
締
役
の
出
席
が
困
難
な
場
合

に
、
取
締
役
の
一
人
と
し
て
代
表
取
締
役
が
全
取
締
役

に
書
面
で
決
議
の
提
案
を
し
、
そ
れ
に
全
取
締
役
が
賛

成
し
、
監
査
役
が
反
対
し
な
け
れ
ば
、
取
締
役
会
の
決

議
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
は
決
議
が
な
か
っ
た
の

に
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
決
議
の

省
略
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
実
業
界
で
「
書
面
決

議
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

▼
一
般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法
人
の
場
合

　
一
般
社
団
法
人
の
社
員
総
会
の
場
合
、
社
員
は
、
①

代
理
人
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
（
一
般
法
人
法
50
条
）、

②
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
（
51
条
）、
③
電
磁
的

方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
（
52
条
）
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
の
場
合
、
社
員
総
会

に
出
席
す
る
こ
と
が
困
難
な
社
員
が
い
て
も
、
委
任
状

を
出
し
て
も
ら
う
か
、
書
面
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
意
思

表
示
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
出
席
と
同
様
の
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法
人
の
理
事
会
の
場
合
、

議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
理
事
の
過
半
数
ま
た
は

そ
れ
以
上
が
出
席
し
、
そ
の
過
半
数
ま
た
は
そ
れ
以
上

を
も
っ
て
決
議
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
95
条
）。

　
社
員
と
は
異
な
り
、
理
事
の
議
決
権
は
他
人
に
委
任

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
書
面
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
済

ま
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
定
款
に
特
別
な
定
め
を
置
い
て
い
る
場
合
に
は
、
理

事
が
理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
提

案
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
提
案
に
つ
き
理
事
の

全
員
が
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
同
意
の
意
思

表
示
を
し
た
と
き
は
、
当
該
提
案
を
可
決
す
る
旨
の
理

事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す（
96
条
）。

た
だ
し
、
監
事
が
異
議
を
述
べ
た
と
き
は
除
か
れ
ま
す
。

　
理
事
会
の
開
催
や
理
事
の
出
席
が
困
難
な
場
合
に
、

代
表
理
事
（
理
事
長
）
が
全
理
事
に
書
面
で
決
議
の
提

案
を
し
、
そ
れ
に
全
理
事
が
賛
成
し
、
監
事
が
反
対
し

な
け
れ
ば
、
理
事
会
の
決
議
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
「
決
議
の
省
略
」
と
い
う
法
律
上
の
手
続
き
で
す
が
、

実
際
の
世
界
で
は
「
書
面
決
議
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

▼
宗
教
法
人
の
場
合

　
宗
教
法
人
の
責
任
役
員
会
の
場
合
、
宗
教
法
人
法
に

は
会
社
法
や
一
般
法
人
法
の
よ
う
な
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
も
そ
も
責
任
役
員
会
の
開
催
を
規
定
し
、
責

任
役
員
の
出
席
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
責
任
役
員
が
決
す
る
」と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
か

ら
、
日
時
場
所
を
定
め
て
責
任
役
員
が
参
集
す
る
必
要

は
な
く
、
持
ち
回
り
や
郵
送
に
よ
る
決
定
も
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
宗
教
法
人
で
は
、
規
則
で
、
責
任

役
員
会
の
開
催
、
定
足
数
、
議
決
要
件
を
定
め
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
の
規
定
に
拘
束
さ
れ
、
責
任
役
員
の
出
席

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
規
則
で
、
会
社
法
や
一
般
法
人
法
と
同
様
の
「
決
議

の
省
略
」
を
定
め
て
あ
れ
ば
、
同
様
の
対
応
が
で
き
ま

す
が
、
な
い
場
合
に
は
、
規
則
を
変
更
し
て
、
所
轄
庁

の
認
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
株
式
会
社
や
一
般
社
団
法
人
の
場
合
、
株
主
総
会
や

社
員
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
定
款
の
変
更
が
可
能
で
あ

り
、
一
般
財
団
法
人
で
も
定
款
に
特
別
の
規
定
が
あ
れ

ば
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
っ
て
定
款
を
変
更
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
か
ら
、
問
題
が
生
じ
た
際
に
そ
れ
に
対

応
し
て
定
款
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
宗
教
法
人
の
規
則
の
変
更
は
、
た
と
え
誤

記
し
た
一
文
字
を
訂
正
す
る
に
も
所
轄
庁
の
認
証
が
必

要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
緊
急
に
規
則
を
変
更
す
る
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
宗
教
法
人
は
、

危
機
管
理
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

定
し
た
体
制
づ
く
り
が
緊
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
有
効
性

　
法
務
省
は
、「
取
締
役
間
の
協
議
と
意
見
交
換
が
自

由
に
で
き
、
相
手
方
の
反
応
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に

新型コロナウイルス感染症と教会・教団等の会議
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な
っ
て
い
る
場
合
」「
各
取
締
役
の
音
声
と
画
像
が
即

時
に
ほ
か
の
取
締
役
に
伝
わ
り
、
適
時
的
確
な
意
見
表

明
が
互
い
に
で
き
る
仕
組
み
」
で
あ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
取
締
役
会
も
認
め
ら
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
要
件
は
、
実
際
の
会
議
の
場
面
と
同
様

の
①
即
時
性
と
②
双
方
向
性
で
す
。Zoom

会
議
は

こ
れ
に
当
た
る
で
し
ょ
う
。

▼
教
会
や
教
団
等
の
会
議

　
教
会
や
教
団
等
の
会
議
は
、
教
義
教
理
、
歴
史
伝
統

な
ど
に
よ
る
理
解
が
根
本
に
な
り
ま
す
が
、
法
律
上
の

手
続
き
に
関
連
し
て
く
る
場
合
に
は
、
法
人
の
会
議
と

同
様
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
株
主
総
会
や
社
員
総
会
で
は
議
決
権
の
委
任
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
教
会
の
信
徒
総
会
、
教
団
の
代
議

員
総
会
な
ど
で
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、Zoom

会
議
を
導
入
す
る
場
合
で
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
問
題
や
個
人
の
技
術
的
な
問
題

で
容
易
に
参
加
で
き
な
い
人
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

対
策
を
講
じ
な
い
と
、
特
定
の
人
の
会
議
参
加
を
制
限

し
た
こ
と
で
会
議
の
有
効
性
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
教
会
法
、
教
憲
教
規
、
規
約

な
ど
教
会
や
教
団
等
の
基
範
の
規
定
が
根
拠
に
な
り
ま

す
か
ら
、
し
っ
か
り
と
基
範
の
検
討
や
整
備
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
日
本
宗
教
連
盟
に
お
い
て
「
宗
教
法
人
の
災
害
支
援

と
政
教
分
離
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
勉

強
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。
講
師
は
石
村
耕
司
（
白
鳳
大

学
名
誉
教
授
）、
長
谷
川
正
浩
（
弁
護
士
・
独
協
大
学

教
授
）
で
し
た
。
長
谷
川
氏
は
阪
神
淡
路
大
震
災
以
後

の
災
害
時
に
お
け
る
支
援
と
宗
教
法
人
の
課
題
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
、
ま
た
石
村
氏
はC

O
V
ID
-19

と
い

う
災
害
時
に
お
け
る
政
府
の
緊
急
支
援
策
と
政
教
分
離

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
谷
川
氏
は
災
害
時
に
、
宗
教
法
人
施
設
の
が
れ
き

撤
去
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
実
例
や
宗
教
法
人
が
開
い
た

避
難
所
に
は
、
公
的
支
援
（
物
資
の
搬
入
等
）
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
実
例
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
施
さ

れ
な
い
理
由
に
憲
法
89
条
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
行

政
は
阪
神
大
震
災
以
後
、
宗
教
法
人
に
対
し
て
大
規
模

災
害
時
の
一
時
避
難
所
の
提
供
を
求
め
て
お
り
、
東
京

都
や
京
都
府
で
は
行
政
と
宗
教
法
人
が
災
害
時
の
協
定

の
締
結
に
向
か
う
方
向
性
が
見
ら
れ
る
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
こ
れ
に
関
連
し
た
事
例
と
し
て

石
村
氏
は
税
務
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

協
定
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
境
内
地
内
に
建
て
ら
れ

た
災
害
時
備
品
倉
庫
や
地
域
へ
の
炊
き
出
し
の
た
め
の

設
備
倉
庫
に
対
し
て
、
こ
れ
を
「
専
ら
宗
教
の
用
に
供

し
て
い
な
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
固
定
資
産
税
の
徴
収

が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
つ

新型コロナウイルス感染症と教会・教団等の会議

宗教法人の災害支援と
政教分離について考える
―憲法20条・89条の解釈をめぐって―

日本宗教連盟　第１回「信教の自由並びに政教分離に関する勉強会」
日時　2020年 10月 6日（火）午後 6〜 8時　　会場　明治記念館

日本キリスト教連合会常任委員　滝田浩之（日本福音ルーテル教会事務局長）
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ま
り
憲
法
89
条
の
政
教
分
離
の
公
金
の
拠
出
に
関
し
て
、

災
害
時
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
あ
ま
り
に
も

厳
密
に
理
解
す
る
が
あ
ま
り
、
宗
教
法
人
で
あ
る
と
い

う
理
由
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
一
方
で
、
行
政
と
し
て
災
害
時

に
宗
教
法
人
の
施
設
の
活
用
や
支
援
活
動
を
期
待
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
災
害
時
に
お
け
る
支
援
や
地
域

へ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
専
ら
宗
教
の

用
で
は
な
い
」
と
し
て
税
金
の
負
担
を
求
め
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
こ
う
し
た
憲
法
理
解
の
ち
ぐ
は
ぐ
な
点
に
つ

い
て
は
、
宗
教
界
が
宗
教
活
動
の
公
益
性
、
あ
る
い
は

公
共
性
の
枠
組
み
の
中
で
災
害
支
援
や
地
域
支
援
を
理

解
し
て
い
る
立
場
を
強
く
表
明
し
、
是
正
を
求
め
る
べ

き
る
と
長
谷
川
氏
か
ら
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

を
世
界
的
な
災
害
と

し
て
理
解
し
、
こ
の
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
の
政
府
支

援
策
を
検
討
し
た
場
合
、
石
村
氏
の
見
解
と
し
て
は
雇

用
調
整
助
成
金
、
ま
た
特
定
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
宗

教
者
や
宗
教
法
人
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
が
除
外
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
憲
法
20
条
が
適
切
に
理
解
さ
れ
た
も
の

と
評
価
し
つ
つ
、
持
続
化
給
付
金
、
自
治
体
休
業
協
力

金
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
対
象
と

な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
宗
教
法
人
が
除
外
さ
れ
た
の
は

憲
法
20
条
の
精
神
に
反
す
る
と
す
る
と
の
見
解
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
憲
法
20
条
が
保
証
す
る
の
は
、個
人
の「
信

仰
の
自
由
」
で
あ
り
、
加
え
特
定
の
宗
教
法
人
に
対
す

る
国
か
ら
の
特
権
を
排
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の

宗
教
法
人
が
平
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
求
め
て
い
る
も

の
。
こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
憲
法
89
条
は
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
感
染
症
拡
大
と
い
う
緊
急
事
態
の
中
で

公
益
法
人
で
あ
る
宗
教
法
人
の
み
を
除
外
す
る
の
は
国

が
事
業
や
活
動
に
対
し
て
「
宗
教
で
あ
る
か
否
か
」
と

い
う
基
準
を
持
ち
込
む
こ
と
と
な
り
、
そ
も
そ
も
憲
法

20
条
の
保
証
す
る
「
信
教
の
自
由
」
に
抵
触
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
持
続
化
給
付
金
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
協
議
会
の
靖
国
問
題
委
員
会
が
6
月
12
日
付

け
の
声
明
で「
同
案
は
憲
法
の『
政
教
分
離
原
則
』と『
公

の
財
産
の
宗
教
団
体
へ
の
支
出
の
禁
止
の
原
則
』
を
事

実
上
緩
め
、
さ
ら
に
無
力
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
危
惧

す
る
」
と
、
ま
た
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
理
事
会
が
6

月
18
日
付
け
の
声
明
で
「
宗
教
法
人
や
宗
教
団
体
に

公
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
『
重
大
な
憲
法
違
反
行
為
』」

と
指
摘
。
国
や
地
方
公
共
団
体
が
宗
教
団
体
に
便
宜
を

図
る
こ
と
は
「
目
的
効
果
基
準
」
に
則
り
違
憲
と
し
た

愛
媛
玉
串
料
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
（
１
９
８
７
年
）
を

挙
げ
、「
た
と
え
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
危
機
を
理
由

に
し
て
も
、
政
教
分
離
原
則
が
無
視
さ
れ
、
宗
教
法
人

や
宗
教
団
体
の
自
主
独
立
性
が
侵
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
立
場
を

表
明
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
声
明
に
共
通
す
る
「
政
教

分
離
原
則
」
は
、
明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
国
家
神
道
体
制

が
国
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
結
果
、
各
宗
教
団
体
の
独

自
の
教
義
や
理
念
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
た
歴
史
の
教

訓
か
ら
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
国
か
ら
宗
教
活
動
へ
の

援
助
を
受
け
る
こ
と
は
「
自
ら
の
教
義
の
自
主
性
を
守

る
た
め
に
も
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
」
で
あ
っ
て
、「
宗

教
団
体
の
国
に
対
す
る
自
主
独
立
を
阻
害
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
」
危
惧
に
つ
い
て
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は

明
確
な
見
解
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
こ

の
世
に
属
す
る
宗
教
法
人
と
し
て
、
そ
の
公
益
性
、
公

共
性
へ
の
働
き
が
社
会
の
中
で
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連

合
会
は
、
日
本
宗
教
連
盟
の
中
で
明
確
に
自
ら
の
立
場

を
表
明
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
事
態
の
中
で
、
憲
法
20
条
、
憲
法
89
条
に
つ
い
て
、

広
範
な
議
論
が
日
本
宗
教
連
盟
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
長
谷
川
氏
が
、
憲
法
89
条
を
念
頭
に
、「
非

常
時
に
お
い
て
地
域
の
声
が
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
か
ら
何
と
か
助
け
て
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
き
る
よ
う
な
宗
教
の
あ
り

方
を
宗
教
界
は
心
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
さ
れ
た
の
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
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編集後記
　今回、巻頭言には前田万葉枢機卿からのメッ
セージを載せることができました。先生の懐かし
い俳句も感謝でした。この時期、総会や理事
会の開催を控えている教会・教団も多いと思い
ます。櫻井先生からはタイムリーなご提言をお

寄せいただきました。ご精読いただければと思
います。日本宗教連盟で取り上げられた憲法問
題は、私たちが常に注視していなければならな
い課題です。良い整理をしていただけたと感謝
しております。櫻井圀郎先生、滝田浩之先生
に御礼申し上げます。（編集担当　矢木良雄）

年はコロナ克服の年となるよう期待します。常
任委員会では準備を整えて皆さまをお待ちいた
します。秋に箱根でお会いしましょう！

回実施していた定例講演会も開催が困難な状況
です。活動縮小の事態を踏まえて、今年度の分
担金を半額にすることにいたしました。今後と
もご協力をよろしくお願いいたします。

　毎年、多くの参加者の皆さまと学んできまし
たが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
今秋の研修会はやむなく中止いたしました。来

　2020 年は新型コロナウイルスの感染拡大の
ために総会がネットと書面によって行われまし
た。秋の法人事務・会計実務研修会も今年は
取り止めることになりました。例年ですと年 3

日本キリスト教連合会News

●日本キリスト教連合会役員（2020 年度）
　委員長　　大柴譲治（日本福音ルーテル教会）
　副委員長　滝田浩之（日本福音ルーテル教会）
　常任委員　久保公平（日本バプテスト連盟）
　　　　　　道家紀一（日本基督教団）
　　　　　　矢萩新一（日本聖公会）
　　　　　　広瀬　薫（日本同盟基督教団）
　　　　　　本田勝宏（日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団）
　　　　　　大水文隆（カトリック中央協議会）
　　　　　　矢木良雄（イムマヌエル綜合伝道団）
＊日本キリスト教連合会へのお問い合わせは

▶日本キリスト教連合会の主な活動
・年6回の常任委員会
　4月、5月、7月、9月、11月、2月（変更あり）
・年2回の定例会（2月と9月に開催）
・法人事務・会計実務研修会（秋に開催します）
・「会報」を随時発行し、情報をお届けします

2021年秋には　法人事務・会計実務研修会でお会いしましょう

2020年度の加盟教団・教会 分担金は 50％減額にいたしました

162-0842
東京都新宿区市谷砂土原町1-1 日本福音ルー
テル教会内「日本キリスト教連合会」へ。


